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小型海底試錐機MD300PTによる岩石採取

井上英二･木下泰正(海洋地質部)

1.経緯

地質調査所は白嶺丸を使用して日本周辺の大陸棚およ

び大陸斜面域の調査を実施しているが昨年3月海底

岩石採取用としてハンディな海底試錐機を開発し相模

湾で海底試錐実験を行なって長さ40cmの礫岩コアを

採取することに成功した(地質ニュｰスN皿255参照).

この試錐機はマリンドリル“MD300PT"と称し鉱研

試錐工業株式会杜で製作されたものである.

その後脚部の補強征ど六機の一部改良に努め次

の実施機会をねらっていたが調査日程および海底地質

状況の都合上50年度中にふたたび使用する機会には恵

まれなかった.

本年7月そのチャンスは東北地方沖合の海底調査に

おいて訪ずれ八戸沖および津軽西方海域で合計3回の

海底試錐を行なうことができいずれの場合も岩石コア

ないし掘さく岩片の採取に成功した.この調査航海は

工業技術院の特別研究｢日本周辺大陸棚海底地質総合研

究｣にもとづくものであって八戸沖と西津軽海盆域の

海底地質ならびに表層堆積物を明らかにすることを目的

とした航海であった.したがって今回採取した3の

岩石コアは海底地質解明にとって貴重な情報をもたら

すものである.これによってMD300PTの海底地

質調査における有効性が十分に実証されると同時にそ

の実用性が確認されかっ試錐作業に伴う作業方法が確

立されたとみ柾される.以下に紹介する記事は試錐作

業状況である.とくにこの作業が船をアンカｰで

固定したいままで行なわれる独特狂方法であるためそ

の点について多少くわしく述べ今後類似の調査作業に

関係する人びとの参考に供したいと思う.

⑧作動は掘さくの1サイクノレカミ自動的に行たわれるので高度

の掘さく技術を要さない.

竃小型軽量であるため最低3トン用ウインチを装備している

船であれば使用可能である.

⑧掘進完了時はもちろん機器の傾斜モ･一夕過負荷バッテ

リ寿命時間制限等カミ生じた時は掘進作動中でも自動的に

掘進が停止してビットが元に戻るよう機錯の安全が考慮さ

れている.

鱈ロアサンフラｰについては各種の岩石の硬軟に応じたサン

プラｰを使用でき回転給圧バイブレｰション給水の

4要素を独立的にまたはこれらを組合せて作動できるよう

付属機器が組込まれる.岩石用コアサンプルについては

能率よくしかもコア径をできるだけ大きくするように特

製の薄肉ダブルチュｰブコアバレルを使用している.

機械の構成は第1図･写真1のようにフレｰム水

中モｰタおよび伝動装置バッテリｰユニット制御盤

ドリルヘッドと水ポンプ圧力バランス装置ビットと

ダブルチュｰブコアバレルからなる.作動メカニズ

ムについてはすでに地質ニュｰスN軌255で詳細に紹介

したので省略する.第1表に六機の仕様をかかげる.

3.試錐作業方法

船から試錐機を海底に除して作業するにはアンカｰ

によって船を固定して行租うのが常道であろうしか

;8ε8

2.機器の特徴と仕様ドり,レヘ､ノ1と

MD300PTの特徴を一言でのべると試錐機本体にウォｰタイノフ

ダブ1レチュｰフ

電源部と制御部がともに組込まれているので船上からコアバレル

の操作なしに自動的に海底掘さくカミできしたがって

制御邦

動力ゲｰブルが不用となりワイヤ1本で作業ができると

いう点にある.従来の海底試錐機にくらべて迅速かっ

軽便に作業ができる.その他の特徴として以下の点

カミあげられる..一直流モｰ一ダｰ

第1図
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写真1

甲板上の海底小型試錐機MD300PT
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第2図海底試錐作業システム

し六機はできるだけ短時間簡便に岩石コアを採取する

目的で制作されたものであるから試錐作業に手数と時

間がかかりすぎては意味がない.したカミって昨年の

相模湾における実験ではアンカｰを使用せずたんに

操船によって位置を一定に保つと同時に船カ沙々移動

しても海底の試錐機をワイヤで引倒さぬよう荷作業方

法を工夫し実験に成功した(第2図参照).すなわち

第1表MD300PTの仕様

形

方

式

式

水深

潮流

サンプルコアｰ

孔径

スピンドル性能

原動機

電源

寸法

重量

MD300PT型ポｰタブルマリンドリル

海底沈座型コアボｰリングマシン

電気制御による1サイクル自動掘進方式

最大300m

最大3ノット

外径36mm長さ海底面より750mm

ゑ6mm

回転数460rpm

給圧力最大300kg

給道遠度最大10cm/エnin

ストロｰク長1,000mm

2kW45V直流水中モｰタｰ

30分定格油封入圧力バランス型

20時間率100AH12Vを4ケ直列48V定格

特殊プラグ付開放型鉛蓄電池水素ガス吸収

リアクタｰ装備

高さ2,050mm

幅2,060mm

奥行2,000mn

空中約1,OOO長9

水中約560kg

ウエイトにより調節可能

掘さく貝

サンプ.ラｰ

ビツト

超薄形ダブルチュｰブロアバｰレル

コァ容量36㎜m径1,000mm長全長1,344mm

ダイヤモンドサｰフェスビット

8.0カラットボルッダイヤモンド

内径36m並外径46㎜m

海底の試錐機と船とをつなぐワイヤの途中に中間ブイと

重錘を第2図のようにとりつけ船の移動によるワイヤ

の引張りが海底の試錐機に直接伝わらぬようにしたこと

である.船が風または潮流によって移動し海底の重

錘を引きずったり吊りあげたりしてワイヤの張力が増大

するとただちにワイヤを繰り出してゆるめる.重錘

が動かなければ試錐機も引きずられない道理で重錘

は船による引きずりをいち早く検出する役割をはたす.

ワイヤの張力変化は張力計によっても判断できるが

ワイヤを直接握った手の感触のほうがより微妙な張力変

化を知ることができる.

中間ブイはワイヤ張力の緩衝であるほかにワイヤを

海中に吊りあげてワイヤカミ試錐機にからまることをふ

せぐ.したがってブイの浮力は試錐機とブイ間お

よびブイと重錘間のワイヤの重量にほぼ拘り合ったもの

で粗くてはなら粗い.浮力があまり大きいと海底の六

機や重錘が不安定になる.

このよう技工夫をしたうえでさらに船の移動を最

少限にとどめなければたら狂い.船の移動は海底へ

降したワイヤの傾斜で感知することができる.そのた

め概ね船尾を風上にたてワイヤの傾斜変化を船尾で

注視し恋がらこきざみに船を前後左右に操船して船

尾のガントリから海面までのワイヤの姿勢を可能なかぎ

り垂直に保つようにする.このような綴密な操船は

あるていどの熟練を要する.というのも海底に岩盤が

露出するよう校海域では概して潮･海流が激しくそ

のうえ風や波の影響を船がうけるからである.した

がってこの方法は長時間にわたる海底試錐作業には不

向きである.しかしMD300PTのように試錐時

間がわずか数10分以内であればこの方法は作業が簡単�
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策2表

海底試錐作業デｰタ

八戸締A点

測点番号1･･…(M･)

位置1

����丱�〴㈮㌧�

水深1･･㎜

海底地形1大陸棚上部岩盤

月目1昭和･･年･月･･同

時刻･(所要時間)1

08:41～09:50(69分)

気

象

タ

イ

ム

設

定

天気風向風速1晴･･･…皿/…

波高1…一･…

ディレイタイム1･･分

掘進タイムi･･分

引抜タイム1･･分

試錐機着底期間1･･分･･砂

中

間

ブ

イ

重

盛

ワ

イ

ヤ

コ

ア

中間ブイ浮力1･･･…個

重鍾重量1･･…

間隔1･･…皿

ワイヤ着底長1

ワイヤ全長1

降下遠度1･･一…/㎜i･

上昇速度1･㎞/㎜i･

襲笑義男1帆･トン

コア長1･胸

岩石1薪第三紀細粒鵜

グ

08141投入

09.塞;二二隻嚢肇げ開始

45'→6離底

47｣06水面

50'一03揚収完了

八戸沖B点

協����

40032.ユ'N141057.7'I≡二

122㎜

大陸棚外縁岩礁

左回

11:19～12:27(68分)

晴ENE8.O㎜/sec

約1.O㎜

30分

15分

15分

39分10秒

10kgx6個

100吻

50㎜50m

ユ23㎜

236㎜

10～20m/min

20価/min

0.9トン

20c皿

第三紀灰色泥岩

i1:16'一20

19'一20

23'一10

39'一10

46一一20

���

����　

13'一20

16一一20

��

18∫

㈵�

27一

タイマｰ設定

投入

重錘とりつけ

着底

掘進開始推定

重錘着底

)皐ぞ暗合計9㎜ワイ

掘進終了推定

巻上げ開始

引抜き完了

重錘ほずし

ワイヤ長132㎜

離底0.9トン

水面

揚収完了

備考

西津軽海城

協����

����������

�ね

大陸棚外縁の海脚岩礁

昭和51年7月28目

12:54～14:12(78分)

小雨SSW8㎜/sec

約1,Om

17分

15分

15分

39分20秒

10k只×6個

ユ00止ρ

50皿50m

��

273皿

23～30m/min

20～25加/min

1.1トン

破片(10～15㎝水面で落下)

緑色角礫岩

12:51'白37

54'一21

56'一05

58'一20

13:03一一51

08'一37

23'一37

38'一37

��

43'一11

44'一40

44'一57

50'一27

���

���住

タイマｰ設定

投入

中間ブイとりつけ

重錘とりつけ

着底

銅造開始推定

掘進終了

引抜完了推定

巻上げ開始

離底1.1トン

重錘はずし

中間ブイはずし

試錐機水面

クレｰンに吊りか完

揚収完了

1燃榮洲引抜き雌全に行なわ

*試錐機投下から甲板上揚収まで

で迅速に行なえる点で最適と思われる.もし定点保

持装置としてダイナミック･ポジショニング装置をも

つ船舶恋らはこの作業はずっと楽になるだろう.

今回の試錐作業に際しては作業方法に関して数度討

論を船側乗船員と研究員とのあいだで行在ったが結論

として昨年と同じく以上のべた方法を採用すること

に決定した.さらに試錐機を海底に静かに着底させ

るために船が現地に到着したのち船の対地速度が前

後左右ともにゼロになる船首方向と翼角を作業前に調

査するよう配慮することにした.この場合必要であ

ればGEKによる海流調査および錘だけを投入着底さ

せて上記の調査を実施する.これは船が圧流され

たまま試錐機を着底させると着底時に試錐機を横転さ

せたり破損したりする危険カミありまた船カミ圧流され

ていると着底後急速にワイヤの傾斜角カミついて翼

角の操作が聞にあわず試錐機を引き倒すおそれがある

のでこの種の事故を防止するためである.

4.試錐作業状況

海底試錐調査は7月下旬白嶺丸GH763航海をつう

じて八戸沖の大陸棚で2点津軽西方の大陸棚外縁で�
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写真2

八戸沖の海底試錐位置

3.5kHz地層探査記録断面

1点それぞれ実施された.作業経過の要約を第2表

に示す.

4-1八戸沖

7月20目八戸沖の底質調査のしめくくりとして水

深42皿のA点(測点676)および水深122血のB点(測点

677)の2ケ所で海底試錐を行なった(第3図･写真2).

試錐位置はそれまでの2.5マイル間隔の詳細な海底調

査(第4図)にもとづいて選定された.この調査は主

として3.5kH12地層探査機サイドスキヤンソナｰおよ

びスミスマッキンタイヤ型グラブによって行なわれた.

とくにサイドスキャンソナｰ調査により本海域の岩

盤露出状況が詳細に判明していた.それによると水

深40-50m80-90mおよび110-130mのところに露岩

地帯があってこれらは海岸線に遊行してほぼ南北に分

布している.記録は鮮明で露岩地帯に直交する亀裂
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が発達していたり櫓曲した層理カミ判別される.これ

ら3条の露岩地帯のうち水深40-50mと110-130mの

ものを選んで試錐を行政うことにした.

A点(測点676)

この測点は八戸沖4.3マイルの北緯40.29.1!東経14

1.42.31水深42mにあって内側の岩盤露出地帯であ

る.最寄の沿岸には白亜紀の火山岩が露出している.

当目の天候は晴であったが東南東風力坤や強く(風速

7.5㎜/秒)海上は波高0.8～1.0mの白波がたちけっ

して作業に適した海況とはいえなかった.潮流はこ

の時点ではあまりないようであった.海底の状況は

サイドスキャンソナｰの記録でみるかぎり比較的平担

であるように推定された(写真3).

試錐機の整備とバッテリの充電は前日筆者のひと

り木下と東海大学海洋資源学部の学生原園昌三郎･注

し､

∵㌧

バ八戸沖の海底試錐位置

＼

第4図

1八戸沖底質調査測線漁区.■
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藤武紀両君によって入念に行なわれていた.試錐作業

全般の指簿は木下が試錐機の揚降作業指揮は吉岡隆甲

板長麗でのワイヤの監視と船位修正指示は石井喜好一

等航海士それをうけてブリッジでの操船は奥村英明船

長以下航海士ウインチ関係は吉開繁男機関長そして

ウインチ操作は渡辺豊甲板員によってそれぞれ行なわれ

た.

自動掘進装置のタイム設定は船上で行たわねばなら

ない.したがって試錐機降下作業(写真4)に若干

の余裕をみてタイムをセットしてから海底で掘進を始

めるまでの時間(タイムディレイ)を30分掘進時間を

15分引抜き時間を15分にそれぞれセットした.試錐

機降下開始は8時41分である.

一般には水深カミ浅いほどこの種の作業は容易であ

るかのように思われカミちであるカミあまり浅いとかえっ

て作業カ梱難になることカミある.今回の作業カミまさに

それで水深が42mにすぎないために船上でワイヤに

重錘を取付ける時にはすでに試錐機は海底に着いてい

るので船の移動によって試錐機が引きたおこれる危険

･写真3

奏毒嚢試錐位置A点付近のサイドスキャンソナｰ記録.白い部分

'は亀裂カミ発達した岩盤､左側の明るい部分の欠損偶処は旧

流路跡と推定される.×印ほ試錐位置.

カ汁分にある.これが水深が大きいと取付け作業中

には試錐機はまだ着底せずに海中に宙吊りの状能である

ので船がどのように移動しても心配はない.また

水深カミ小さいとほんの少しの船の移動でワイヤの傾

角カミ大きくなる.

今回は水深を考慮して試錐機と中間ブイおよび中

間ブイと重錘聞のワイヤの長さをそれぞれ25mとして

相模湾における実験よりも若干短かくした.扱お中

間ブイ6個の合計浮力ば60長g重錘の重量は100kgで

ある.また中間ブイと重錘の取付作業を終了して

これらを海中におろし準備完了したのは船上でタイ

ム設定を行なってから24分後でありしたカミって掘進

開始まで6分間余裕があった.この余裕時間カミ長過ぎ

るとそれだけ長く船の定位置保持をせねば放らずか

えって危険である.かといって余裕時間カミ短かすぎ降

下作業に手間どって試錐機が宙吊りの状能で掘進が始

まったのでは試錐機を着底させることも船上に回収

することもできたい.したがってタイムディレイは

作業速度を考慮したうえで適切に決定する必要カミある.

写真4

MD300PTを海中に降ろ

す作業

写真5

中間プイ取りつけ作業�
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写真6

PDR記録からみた海底試錐機･船闘の距離の変化

試錐機の着底から掘進終了引抜き完了までの36分間

は船は潮流と風波浪にたえて定点に保持されねばな

らないカミここが船長以下航海士の腕のみせどころで

ワイヤを常時垂直に保つよう船の後進をつよくしたり

左右に回頭したりする.その間甲板長はワイヤの張

り具合を注視しながらワイヤの繰り出しを指示する.

一方第1研究室では試錐機のピンガｰからの発振音

を測深機(PDR)の記録紙上で読みながら研究員は

船と試錐機との距離の時々刻々の変化を艘の一等航海士

に報らせる.PDRの記録(写真6)のうえからは

船が海底の試錐機から離れっっあるかあるいは近づい

ているかカミ判断できるだけで試錐機の位置の方向と距

離はわからない.しかしこれだけでも通報すれば

蝿の航海士はワイヤの傾斜度合と勘案してより的確な

指示をブリッジに伝えることができる.

とにかく緊張の36分聞が経過し引抜き時間を超過し

たのちさらに数分の余裕をみて試錐機の引上げにか

かる.この引上げる瞬間カミ作業中もっとも危険なとき

である.ワイヤを静かに巻き上げるときたとえワイ

ヤが垂直に近い状態であってもハズミで試錐機を引倒

すおそれがあるからでありこれを防止する方策はいま

のところない.とくに今回のように水深が小さければ

ワイヤの少しの傾斜でもそのままの角度で試錐機を引

張ることになる.とにかく試錐機が離底したときの

ショックは1回で張力計に0.9トンであらわれた(写

真7).これは六機の水中重量0.56トンから判断して

まずは正常に離底したものと判断される.

船上に無事試錐機を回収したのは9時50分投入開始

後1時間9分であった･試錐機を点検したところど
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写真7

一!パ††/!

1↑･､'!二

義'､黒

.始.1

＼

海底試錐機が着底してから離底するまでのワイヤ張力の変化.a:八戸沖B点.

b:哲津軽海盆測点697.bの離底時の張力カsaと比較して複雑であることに

注意.

写真8八戸沖で採取された

海底岩石コア.右

はA点でとれた細～

中粒砂岩.左はB

点の砂質泥岩.

写真9A点のコアの

最上部.海

底に露出した

面とその下

の風化部分.�
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写真10試錐位置B点付近のサイドスキャンソナｰ記録.×印は試錐位置.

こにも異常はみられなかった･コアバレルのインナｰ

チュｰブには長さ75c皿の完全な岩石コアが保存され

ているのを見たとき一同歓声をあげた.完全な成功

であった.MlD300PTの最大ストロｰクは1汕であ

りそのうち25cmが胸底とガイドロｰラとの間隔であ

るから75cmのサンプルコアはこの試錐機の最大限を

示す.またこのことは海底には堆積物の薄い被覆さ

えもなくじかに岩盤が露出していること着底地点の

足場は平坦であったことを示している･

コアは微細なラミナをもつほぼ均質の青灰色細粒砂岩

で(写真8)平行ラミナの傾斜角は15｡である.コアの

最上部3c㎜は黄褐色に風化し海底に露出していた部

分すなわちコアの最上部表面には海綿類が付着してい

る(写真9).それに伴って細礫が採取された.この

岩石は岩質からみて中新世後期ないし鮮新世の砂岩と

推測される.

遜点(測点677)

B点は八戸沖17.5マイルの北緯40.32.1'東経141.

57.71水深!22mの地点で大陸棚外縁の岩盤地帯に位

置する(写真2写真10).A点における試錐作業終了後

ただちに測点Bに航走する.天気は前回の場合とほぼ

同様であるが東南東の風がややでて風速8㎜/秒となり

白波も多くなる.

停船して投入準備にかかりタイムの設定は前回同様

タイムディレイ30分掘進タイムおよび引抜きタイムは

それぞれ15分である.

試錐機の投入開始は11時19分ワイヤを50m繰り出し

たところでワイヤに中間ブイを取付けさらに50皿繰り

出して重錘を取付けたのち線速10m/分でゆっくりと

ワイヤを繰り出して試錐機を着底させる.着底した時

のワイヤ長は123mであるから水深が122mであること

からみて試錐機は垂直に降りたことになる.試錐機

着底後は船を少し前進させて重錘が試錐機の上に落ちぬ

ようにし停船してワイヤを垂直に立てたのち線遠を速

数分前に行なわれた.

底から抜けたと判断されるので

業を行なうためである.

には

プは完全に終了していた.

クアヅプ完了推定時刻から2分後であり

イヤ長は123m

とがわかる.

ンで

試錐機が海面上に昂り上げられたとき

からのぞいているはずのコアがみえないので

振りかと気をもんだが

ブは開いたとき

も成功であったことを知った.

岩石コア(写真11)は前回のものより堅固な泥質岩であ

って黒色の有機物細片をラミナ状に含み岩質からみ

て中新世の泥岩では狂いかと推測される.コアの最上

部には海底にころがっていたと思われる亜円礫が採取さ

れていた.写真をみるように

コアの上部はまるくえぐられてお

くして20㎜/分でワイヤを繰り出し重錘を着

底させる.こうして全部セットし終えたのが

11時47分で投入開始より28分後タイマｰ設

定より31分後である.この時点では既に試錐

機は掘進を開始していたことに在る.掘進中

に2度数mつっワイヤを余分に繰り出してワ

イヤの張力を少なくした.

試錐機が海底にある間の操船方法は前回とほ

とんど同様であってワイヤはつねに垂直にち

かい姿勢で保たれていた.ワイヤの巻上げ開

始は試錐機のバレルか完全にノざツクアップする

この時にはすでにバレルが海

できるだけ早く回収作

甲板上で重錘をとりはずす時

試錐機はまだ海底にあってバレルのバックアヅ

試錐機が離底したのはバツ

そのときのワ

ほとんど船の直下に試錐機があったこ

離底時にかかったワイヤの張力は0.9ト

これも前回と同様である.

バレルの先端

さては空

船上に回収後インナｰチュｰ

長さ20c皿の岩石コアを発見し今回

りこのくぼみ内面の肌は海緑

石で被膜されていて貝殻が1個

くぼみに入っていた.推察する

にこのくぼみは現在水深120

mにある岩盤がかつて波髄を

うける場所にあったことの証拠で

あろう.コア長が20cmのみで

あったのはコアの下部が試錐機

揚収時に海中に落下したことを考

慮に入れてもかなり短い.と

いうことは岩盤上に厚さ数10cm

の未固結堆積物が存在していたか

それとも海底に小起伏カミあって

試錐機の脚が掘進面よりも高位置

にあるために岩盤掘さく距離が

写真11八戸沖B点

で操敢され

た砂質泥岩

;コア､�
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短いかのいずれかにちがいない.

4-2西津軽海盆(St.697)

八戸沖調査終了後本海域での調査は7月22目青森港

を出て間もなく開始された.調査はエアガンおよびス

パｰカｰを主とする音波探査であり昼間にドレッジ

グラブおよび重力ゴアラによる採泥を実施した.今回

はサイドスキャンソナｰによる詳細な海底表面の記録が

ないため3.5kHz地層探査機やスパｰカｰの記録を頼

りに試錐地点の選定を行なわざるを得なかったが記録

上岩盤が露出しているとみられる地点でもグラブ採

泥の結果泥質物が採取されたりしてなか校か選定が思

うようにはいかなかった.結局調査最終目の7月

28目午前中に深浦町のヘナシ崎と久六島との間の水深

160mの大陸棚外縁の海脚頂部(北緯40.28,551東経

139.4!.3!)で(第5図写真12)試錐を行校うことに

決定した.現場は潮流カミはげしいとされている海域で

ありしかも当目は小雨まじりの天候で南南西風が風

速8m/秒あり白波カミたち波高1.omの状況で作業

上かなりの困難が予想された.予定地点でまずスミス

マッキンタイヤグラブによる底質サンプリングを行ない

貝殻片や海綿等を含む砂礫を採取して岩盤が海底から

近いことを確かめた.ついで潮流の状況とワイヤの

流れ具合をみるために重錘をワイヤ先端につけて海底

へ降下約10分間ワイヤの姿勢を操船によって維持でき

るかどうかを実験した.その結果本地点での試錐実

施カミ決定された.

汐
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試錐機の点検はすでに前日原園･江藤両君によって

十分に行なわれバッテリも充電済みであった.タイ

ム設定は海況カミ八戸沖の場合よりもきびしいので掘

進開始までのタイムディレイを17分に短縮し掘進およ

び引き抜きタイムを前回どおり15分とした.そのほか

の作業要領は八戸沖の場合とまったく同じである.

試錐機の降下は12時54分に始まった.ワイヤを20m

/分の線速で50m繰り出しストップLて中間ブイ(浮

力60kg)を取り付けさらに50m繰り出して重錘(100

kg)をつける.試錐機の着底は降下開始より9分30秒

後であり重錘が海底に着いて作業セットが終了したの

は掘進開始予定時刻の2分前であった.ワイヤの全

長は273mで水深160mからみて余分に出したワイヤ

は約13mであり試錐機はほぼ船の直下に位置している

と推定された.

試錐機が海底で作動している間の操船ワイヤの姿勢

の状況ピンガｰ記録による船と試錐機間の距離の変化

状況等は前回の場合とほとんど変らない.

コアバレノレの引き抜き完了予定時刻になると同時に

線速10～20m/分でゆっくりと巻き上げる.試錐機が

離底するときワイヤに軽いショックカミ2回あり(写真

7b)張力は1.1トンかかった.これは八戸沖の場

合よりも0.2トン余計に張力がかかったことを示す.

ワイヤの巻き上げ開始から試錐機が水面に現れるまで

の所要時間は11分36秒であった.

試錐機が海面上に現われた瞬間にはバレルの先端か

らコアの!部がのぞいており掘さくの成功を思わせた
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写真ユ2西津軽海盆域における海底試錐地点付近の3,5kHz地層探査記

録断面､

第5図

西津軽海盆の海底試錐位置�
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カミすぐに10～15cmばかりのコアがバレル先端から海中

へ抜け落ちた.さらに完全に外枠の内側に収納され

ているはずのバレルが枠外に長く突き出したままになっ

ている異常を発見(写真13)甲板上に緊張カミ流れた.

この突出したバレノレを試錐機本体からはずさねぱ甲板

上に試錐機を置くことができない.舷外での作業は危

険であるため試錐機をデッキクレｰンで甲板上に吊り

上げバレルをとりはずした.バレルは上端から25

c㎜の部分が約10｡湾曲して[(写真14)ガイドロｰラにひ

っかかりそのためにバックアップ作動が行なわれ狂か

ったのである･したがって試錐機の巻上げを開始し

たときはまだバレルは海底にっきささった状態であり

離底時のショックが前回よりも大きかった理由がこれで

理解される.バレルの事故以外に試錐機本体にはな

んら異常カ溌見されず海底に倒れた形跡もない.ま

たバレルをはずした後のドリルヘッドの上下作動は円

滑であった.バレルがまがった時期は掘進中がある

いは引き抜き中であったかはわからない.まがった原

因については次のことカミ考えられる.

1)海底での試錐機の足場がわるく掘進時の振動で本体の姿

勢カミ変化した.

2)作動中に船によってわづかに引きずられた.

3)引き抜きカミ完全に行なわれる以前に巻き上げを開始し

た.

でコアを海中に落したにとは残念至極でありまさに

“釣り落した魚は大きい"のであった.

今回の作業時間は投入開始から回収まで1時間18分

であった.

5.今後の活用と問題点

GH763調査航海を通じてMD300PTを使用して実

施した海底試錐調査は以上のべたように一応の成功

をみた.試錐で得られたコアはその地点におけるま

ぎれもない岩石でありそれが堆積岩であれば地層の傾

斜も測定できるのでドレッジで得られる岩石よりも

情報としての価値がはるかに高い.さらにこの試錐

作業は比較的短時間(上記3回の場合試錐機の投入か

ら甲板上に回収まで54分だいし1時間18分)に行なえる

ので今後多用すべきであろう.

MlD300PTによる海底試錐を効果的に行なうために

はまず位置の選定を確実にすることである.事前に

3.5蛆z地層探査機とサイドスキヤンソナｰによるグリ

ッド調査を行なって海底の岩盤露出状況を把握して

試錐予定点を決定する.ついで予定点でグラブサンプ

ラによる底質の採取さらに水中テレビや水中カメラを

使用しての海底の状況観察を行なって試錐位置を決定

する.したがって海底試錐を含む海底地質調査方法

の一般的順序は

以上のうち3)については揚収後タイム設定時間を

検討して間違いがなかったことバレルの半分以上が下

に突出していることから判断してまず可能性は少ない

と思われる.したがって1)あるいは2)のどちらかであ

ろうカミこれはバレルの強度計算等からあるていど推

理できるであろう.バレルのインナｰチュｰブ内部に

は細礫とともにけずり痕のある堅硬な緑色凝灰岩片

が発見されたカミ岩石コアは存在しなかった.岩盤を

掘さくしたことは確実であるにせよそれだけに海面上

1)エアガンスパｰカ一3.5kHz地層探査機等による音波

探査

2)サイドスキャンソナｰによる海底面調査

3)各種サンプラによる底質調査

4)地質的重要地点の試錐位置決定

5)水中テレビとカメラによる試錐位置の海底状況観察

6)試錐

とたる.さらに海底での掘進状況を監視するために

試錐機本体にテレビを附置することも考えられるがそ

〔以下48頁へつづく〕

灘鐵嚢溝

写真14

華曲ったコアバレル｡

写真13バレルが突出したまま揚収されたMD300PT.�


